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【短報】九州・宮崎県におけるウスイロツヤヒラタ
ガムシの採集記録
ウスイロツヤヒラタガムシ Agraphydrus ishiharai 

(Matsui, 1994)は熊本県上村（現あさぎり町）の
球磨川水系免田川産の標本を基に記載された流水
性種である．本種はこれまでに本州，四国，九州
（愛知県，滋賀県，島根県，高知県，熊本県）か
ら記録されているが，その生息地は限られている
（Matsui, 1994；Kamite, 2005；林，2009）．筆者はこ
れまで生息記録のない宮崎県大淀川水系において

本種を採集しているので，ここに報告する．
10exs., 宮崎県高岡町浦之名 , 21. VIII. 2008; 6exs., 
同所 , 3. X. 2013, いずれも筆者採集（図 1）．
採集地は大淀川と支流の浦之名川が合流する地

点の河川敷水際の礫間である（図 2）．同所的にコ
モンシジミガムシが多数みられた．本属種は一般
に水の清澄な川岸の礫間に生息することが知られ
ており，中でも本種は渓流域ではなく，比較的開
けた中下流域に生息する傾向がある（林，2009）．
今回の採集地も大規模水系の中下流景観の場所で
あり，これまでの記録と一致する．2012年 3月に
同所を訪れた際にはまったく見られなかったこと
から，成虫はある程度決まった時期に出現するも
のと考えられた．
本種は模式産地周辺では環境の変化により近年

確認できなくなっており，熊本県版レッドリスト
では絶滅危惧 IA類に選定されている．大規模河川
の中下流域は一般的に都市開発の影響を受けやす
いことから，水質悪化や治水目的の河川改修によ
り本種の生息適地は全国的に減少しているものと
推察される．
本報をまとめるにあたり，種々ご教示いただい

た上手雄貴博士（名古屋市衛生研究所），蓑島悠介
博士（北九州市立自然史・歴史博物館），岩切康二
氏にこの場を借りてお礼申し上げる．
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図1．宮崎県産ウスイロツヤヒラタガムシ．

図2．採集した環境．


